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2022年9月1日現在 

人口：33,142人 

(前号比 43人減) 

男：16,373人 

女：16,769人 

世帯数：15,874世帯 

(前号比 8世帯減) 

古着・古布回収は 

11月 20日(日)の 

予定です。 

本
紙
は
、
世
田
谷
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
の
が
わ
」
で
検
索
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

方
は
、
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
く
だ
さ
い
。 
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２０１９年の台風１９号の襲来で

喜多見地区では実際に避難をした

人は少なくないはずです。台風シー

ズンを迎え、管内で開催された防

災に関する講座に参加してきまし

た。読者のみなさまにも水害での避

難のポイントを共有できればと思い

ます。 

 

① 水害を知る 

どのような時に水害が起こるのか？ 

台風、長引く大雨、短時間の急な

雨。温暖化により今後も雨量の増加

が続くことが予想されます。 

川が氾濫する可能性も 

ゼロではありません。 

 

② 自分や家族に合った避難の仕方を考えましょう！ 

ハザードマップで水害リスク（自宅はどのくらい浸水するの

か）を把握し、もしもの時の避難する場所を決める。 

区が開設する「避難所」には、テレビも本もなく、多くの人が一

緒に避難しており、リラックスできる場所ではありません。 

余裕のある方はホテルを予約したり、親戚や知人の家に避

難させてもらうことで感染症へのリスクやストレスをため込ま

ないようにするのも一つの選択肢です。 

 

③食料品や生活用品を備蓄する 

避難するのに必要な貴重品や最低限必

要な“非常用持出品”と災害援助が入るま

で（１週間程度）生活できる食品や水（飲

み水 1 人 1 日 3 リットル）、卓上コンロ、ガ

スボンベなどの“非常時の備蓄品”を用意

しましょう。これらは水害だけではなく地震

の時にも役立ちます！ 

 

 
あっ、ホテル代は
もちろん自己負担
ですよ！！ 

回答 

水害で開設されるのは一時的な避難場所で

あって、家が被災して当面の生活の場になる

避難所ではないので、それはありません。 

 

質問 

避難したら段ボールベッドは

ありますか？ 

 

９月６日 「防災塾」・「あんしんあんぜん講習会」・ 

「喜多見地区いきいき講座」合同開催の様子 

④マイ・タイムラインを作る 

住んでいる地域に避難に関する情報

が出たとき、どのレベルでどこの避難

所にどのようにして避難をするのかを

考えましょう。 

 

※改訂版ハザードマ
ップ、マイ・タイムライ
ンはまちづくりセンター
でいただけます。 

避難場所へ避難する際は、風

雨が強くなる前に少し多めの準

備をして家を出るよう心がける

のも大切なことだと思いました。 

 

水害が起こりそうなとき、自宅が浸水区域に含まれる

場合は浸水区域外へ避難しましょう。 

遠いと思うかもしれませんが、浸水区域から遠いという

ことはそれだけ安全だということです。面倒だと思わず、

命の危険を感じる前に避難しましょう。 

そして垂直避難は避難とは言いません。 

最終手段です！水害は予測のできる災害です。 

正しく怖がり、計画を立てて立ち向かいましょう！ 

とのことでした。 
水害に備えるため、防災知識をわかりやすく 
学ぶことができる動画を公開しています。 

 
せたがや動画 
「世田谷区オフィシャルチャンネル」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

法
人
格
鎌
田
南
睦
会 

 
 
 

 

𦚰 わ
き 

克 か
つ

仁 ひ
と 

会
長 

 

多
摩
川
と
野
川
、
仙
川
が
合
流
し
、
長
い
間
、
水
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
水
害
対
策
の

河
川
改
修
や
排
水
溝
の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。 

 

当
町
会
は
、
運
営
指
針
と
し
て
①
会
の
民
主
的
運
営

の
確
立
②
生
活
環
境
の
充
実
③
自
然
環
境
の
保
全
の

３
本
柱
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
具
体
化
し
た
行
事
が
１

月
に
開
催
さ
れ
る
、
ど
ん
ど
焼
き
で
す
。 

 

当
町
会
の
ど
ん
ど
焼
き
は
、
縁
起
物
で
あ
る
正
月
の

お
飾
り
を
ご
み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
お
た
き
あ
げ
と
し
て
活
用
す
る

主
旨
で
、
平
成
元
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。 

町
会
及
び
地
区
内
の
諸
団
体
、
企
業
が
一
丸
と
な

る
契
機
に
も
な
り
、
終
了
後
の
焼
け
残
り
の
分
別
処

理
や
後
片
付
け
、
整
地
に
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
感
染
症
対
策
で
参
加
者
を
制
限
し
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
以
前
の

よ
う
に
皆
様
に
も
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

 

結
び
に
喜
多
見
地
区
の
９
町
会
自
治
会
を
は
じ
め
と

し
た
皆
様
の
ご
繁
栄
と
当
町
会
へ
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 町
会
・
自
治
会 

法
人
格
鎌
田
南
睦
会
は
、
昭

和
25
年
に
１
８
０
余
世
帯
で
発

足
し
、
現
在
で
は
１
２
０
０
世
帯

を
超
え
る
、
戦
後
に
発
展
し
た
住

宅
地
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

多
摩
川
と
野
川
、
仙
川
が
合

流
し
、
長
い
間
、
水
害
に
悩
ま
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
水

害
対
策
の
河
川
改
修
や
排
水
溝

の
整
備
も
進
み
ま
し
た
。 

 

当
町
会
は
、
運
営
指
針
と
し
て

①
会
の
民
主
的
運
営
の
確
立
②

生
活
環
境
の
充
実
③
自
然
環
境

の
保
全
の
３
本
柱
を
定
め
て
お

り
、
そ
の
具
体
化
し
た
行
事
が
１

月
に
開
催
さ
れ
る
、
ど
ん
ど
焼
き

で
す
。 

 

当
町
会
の
ど
ん
ど
焼
き
は
、
縁

起
物
で
あ
る
正
月
の
お
飾
り
を
ご

み
と
し
て
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
お
た

き
あ
げ
と
し
て
活
用
す
る
主
旨

で
、
平
成
元
年
か
ら
始
め
た
も
の

で
す
。 

町
会
及
び
地
区
内
の
諸
団
体
、

企
業
が
一
丸
と
な
る
契
機
に
も
な

り
、
終
了
後
の
焼
け
残
り
の
分
別

処
理
や
後
片
付
け
、
整
地
に
も
気

を
付
け
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
感
染
症
対
策
で
参
加

者
を
制
限
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
ま
し
た

ら
、
以
前
の
よ
う
に
皆
様
に
も
自

由
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

 

結
び
に
喜
多
見
地
区
の
９
町
会

自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た
皆
様
の

ご
繁
栄
と
当
町
会
へ
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

喜多見駅に夏が帰ってきた～ 

３年ぶりの夏まつりに子どもたちの笑顔‼ 

 

世田谷通り・たぶち道 （田んぼのふちにできた道） 

 

古道シリーズ②あの道この道 

こ
れ
は
旧
・
世
田
谷
通
り
だ
（
古
書
に
は
登

戸
道
・
津
久
井
往
来
と
あ
る
）
。
現
在
の
世

田
谷
通
り
は
、
Ｓ
39
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
に

今
の
形
に
な
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
理
想
と
さ

れ
る
程
の
完
全
舗
装
で
は
な
く
凸
凹
道
で
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
さ
れ
て
い
た
方
の

話
で
は
、
「
車
の
ホ
イ
ル
が
飛
ん
で
き
た
こ
と

も
あ
る
」
と
、
考
え
ら
れ
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
い
た
。 

Ｓ
46
年
、
世
田
谷
通
り
を
境
に
北
側
が

成
城
、
南
側
が
喜
多
見
と
住
居
表
示
が
変

更
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
位
置
す
る
喜
多
見
保

育
園
の
開
園
は
Ｓ
42
年
。
な
る
ほ
ど
、
成
城

に
あ
り
な
が
ら
も
園
の
名
称
に
「喜
多
見
」と

名
が
つ
く
の
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
。 

 

（年
表
資
料
協
力 

東
京
都
第
二
建
設
事
務
所
） 

 

 

次大夫堀公園民家園の南側を歩いていくと、新しい

門が見えてくる。向こうの火の見櫓まで見渡せる開放

感のある明るい外構、石垣も風情があり、引き込まれ

るように中に入った。通路を挟んで左右には整地され

た畑。見ると麦、野菜、桑などの作物や藍、棉などが

栽培されていた。ここは今年度民家園にオープンした

新しいエリアだ。夏の終わり、蝉の合唱を聴きながら

空を見上げ深呼吸。思わず「ここはどこだっけ？」。 

 次大夫堀公園民家園は昭和６３年に開園。世田谷区

指定有形文化財の古民家などの建造物を中心に、世田

谷が農村だった昭和初期までの風景を再現し、農村の

歴史文化から世田谷の郷土や農家の暮らしについて学

ぶことができる。 

 喜多見小・中出身という世田谷区学芸研究員の今田

さんに、園内を案内していただいた。すると、なんと

前号から私たちが携わってきた古道シリーズに繋がる

面白い事がわかった。この続きは次号で紹介しよう！ 

 

･･･秋に収穫する
実からとる綿毛を、木
綿糸や布などに加工
する。 

これな～んだ？ 
 

小中学生のみんなは
わかるかな？ 
答えは次号で！ 

･･･畑作を代表する
作物。戦中戦後は、食
糧増産等、大量に生産
した。現在ではサツマイ
モと呼ばれている。 

子どものころ、戦時中
の食糧難で、私の田
舎では国民学校（小
学校）の校庭一面に
イモ畑がありました。
そのイモを毎日給食
で食べていました。 

  （編集員談） 

 

取材を終えて・・・ 

喜多見の街とすっかり一体化し、

落ち着いた民家園のたたずまい。 

喜多見のむかしを集落で見せよう、

暮らしを伝えようという職員の心意

気にすっかり感激。 

新しく広げた畑には喜多見在来の

麦や縮緬カボチャ、大蔵大根など

地元で育っていた野菜類を往時の

ままで再現。子どもの頃の実家に

戻ったようななつかしさでした。 

 

世田谷通りから雁追橋を渡ると丁字路になっ

ており、左右に曲がりくねっているのがたぶち道 

 

現在の中野田橋（手前）、 

奥には見えるのが、喜多見大橋。 

雁追橋から撮影 

中野橋完成前の工事用橋の上で遊ぶ 

子ども（写真提供：桐野氏） 

江
戸
時
代
、
徳
川
家
の
鷹
匠
が
雁
追

橋
付
近
で
鷹
の
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
そ

の
際
、
喜
多
見
天
領
の
名
主
・
年
寄
り
・

百
姓
代
（
組
頭
）
の
家
で
鷹
匠
の
世
話
を

し
た
そ
う
だ
。
明
治
以
降
に
な
り
、
周
り

の
田
ん
ぼ
や
畑
を
荒
ら
す
雁
が
増
え
、
地

元
の
人
た
ち
が
交
代
で
追
い
払
う
た
め
の

橋
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
が
付
い
た
と
い

う
説
も
あ
る
。 

昔
、
野
川
は
今
の
よ
う
に
真
っ
す
ぐ
大

き
な
川
で
は
な
く
蛇
行
し
度
々
洪
水
に

遭
っ
て
い
た
。
中
野
田
橋
近
く
に
住
む
方

は
、
洪
水
で
橋
が
流
さ
れ
る
度
に
丸
太
棒

で
橋
を
造
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
橋
が
不

安
定
で
ヨ
ロ
ヨ
ロ
渡
っ
た
こ
と
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
間
で
「
ヨ
ロ
ク
タ
橋
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。 

 

道
の
話
に
戻
そ
う
。
高
度
成
長
期
に
入

る
と
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

地
名
の
変
更
も
あ
っ
た
。
世
田
谷
通
り
と

多
摩
堤
通
り
の
交
差
点
を
狛
江
に
向
か
っ

て
す
ぐ
右
側
に
細
い
道
が
あ
る
。 

 

た
ぶ
ち
道
は
世
田
谷
通
り
喜

多
見
駅
入
口
辺
り
か
ら
野
川
沿

い
に
湾
曲
し
な
が
ら
中
道
ま
で
を

い
う
。
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
に
で
き
た
道

で
「
た
ぶ
ち
道
」
と
名
が
つ
い
た
。 

こ
の
道
に
沿
っ
た
野
川
に
は
、
架

か
る
橋
が
い
く
つ
か
あ
る
。
下
流
か

ら
現
在
の
喜
多
見
大
橋
（
Ｓ
39
年

３
月
）
、
中
野
田
橋
（
Ｓ
40
年
１

月
）
、
雁
追
橋
（
Ｓ
40
年
３
月
）
、

中
野
橋
（
Ｓ
40
年
３
月
）
が
順
次

完
成
さ
れ
た
。 

 

橋
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
地

元
の
方
々
か
ら
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

じ    だ  ゆ  う    ぼり 

 

喜多見保育園 

甘藷
かんしょ

  和棉
わ わ た

 

７月３０日(土)・３１日(日)、コロナ禍の中、万全の対策を

して３年ぶりに喜多見駅前で商店街主催の夏祭り盆踊り大

会が開催された。 

揃いの浴衣を着た地元の人たちの盆踊りにゲーム屋台、

区長はじめ、区議会議員の方々も駆けつけ、２日間で延べ

５０００人という大盛況。明正小児童のエイサーやソーラン

節の演技には喝采のアンコールがあり、ヘトヘトになりながら

も最後までビシッと技を決める子どもたちの姿に感動した。 

写
真
右 

提
供 

喜
多
見
商
店
街

振
興
組
合 

 



 

編
集
後
記 

私
の
母
は
、
昭
和
３
年
生
ま
れ
の
94
歳
。
28
年

間
、
今
も
一
人
暮
ら
し
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
健
康
の

た
め
に
毎
朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
は
か
か
さ
ず
、
難
聴
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
耳
の
ツ
ボ
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
眼
に
良

い
と
聴
け
ば
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
〇
〇
に
良
い
か
ら
と

梅
干
し
、
ら
っ
き
ょ
う
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト
マ
ト
に
キ

ウ
イ…

。
ま
た
、
ど
こ
に
外
出
す
る
わ
け
で
も
誰
に

会
う
で
も
な
い
の
に
、
毎
日
必
ず
薄
化
粧
。
そ
ん
な

母
で
す
が
、
さ
す
が
に
骨
粗
鬆
症
に
は
勝
て
ず
、
最

近
は
介
護
の
日
々
と
な
り
ま
し
た
。 

私
は
と
て
も
母
の
よ
う
に
年
を
重
ね
る
自
信
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
長
寿
を
考
え
た
と
き
に
、
以

前
お
医
者
さ
ん
が
推
奨
す
る
健
康
法
「
一
十
百
千

万
の
す
す
め
」と
や
ら
を
、
ど
こ
か
で
耳
に
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
正
式
に
は
「一
読
、
十
笑
、
百

吸
、
千
字
、
万
歩
の
す
す
め
」
だ
そ
う
で
す
。
日
に

「
一
回
」
は
少
し
長
め
の
文
章
を
読
む
。
「
十
回
」
は

大
笑
い
。
「百
回
」は
深
呼
吸
、
「千
字
」は
文
字
を
書

く
。
そ
し
て
「一
万
歩
」歩
く
。
い
や
、
こ
れ
は
膝
が
痛

い
か
ら
で
き
な
い
な
（汗
）。 

ま
た
世
田
谷
区
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
の
ア

ド
バ
イ
ス
か
ら
検
診
の
案
内
ま
で
た
く
さ
ん
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
、
自
分

に
合
っ
た
健
康
法
を
見
つ
け
な
が
ら
、 

新
し
い
こ
と
に
も
興
味
を
持
ち
、
挑
戦 

し
て
い
け
る
よ
う
な
若
い
心
は
持
ち
続 

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

鈴
木 

            主  な  行  事        ■問い合わせ先  喜多見まちづくりセンター  ℡ ０３-３４１７－３４０１ 

主  催 行  事 日  時 場  所 

喜多見北部町会 地域清掃 １０月９日（日）、１２月１１日（日） 町内全域 

 

喜多見西部町会 

東京防災学習セミナー（期間限定の動画配信） １１月１日（火）～１１月３０日（水） 町内限定 

町内一斉清掃 １２月４日（日） １０：００ 町内全域 

歳末夜間パトロール １２月２７日（火）～２９日（木） 町内全域 

新年レクリエーション 令和５年１月 滝下橋緑道中央広場 

防災訓練 令和５年３月１２日（日） １０：００ 滝下橋緑道中央広場 

 

喜多見中部町会 

地域安全運動・町内パトロール １０月１２日（水） １０：００、１４：００ 町内全域 

避難所運営訓練（西部・団地合同） 

（但し一般の参加はありません） 
１１月２７日（日） １０：００ 喜多見中学校 

歳末警戒パトロール １２月２７日（火）～２９日（木） 町内全域 

喜多見東部町会 避難所運営訓練（但し一般の参加はありません） 令和５年３月 喜多見小学校 

喜多見上部自治会 
新しい防災・減災～ジェンダー視点を取り入れて～ １０月２９日（土） １３：００ （雨天３０日） えのきひろば 

避難所運営訓練 １１月２６日（土） ９：００ 砧小学校 

喜多見２丁目団地自治会 
クリーン作戦 １０月１６日（日）、１２月１８日（日） 団地周辺 

歳末夜間パトロール １２月２４日（土）～２５日（日） 団地内全域 

宇奈根町会 歳の神 令和５年１月９日（祝・月） 宇奈根氷川神社境内 

鎌田協和会 町内歳末夜警 １２月２５日（日）～３０日（金） 町内全域 

鎌田南睦会 歳末警戒 １２月２６日（月）～３０日（金） 町内全域 

喜多見児童館 きたみキッズワールド（事前予約制） １０月２３日（日） 喜多見中学校グラウンド 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。 

編集委員会 

編集長 

 荒川真佐子 

副編集長 

 鈴木 好子 

 森谷みどり 

編集委員 

 奥田多佳子 

 田村 弘美 

 石倉 靖久 

佐藤 壽夫 

 尾川 史子 

 髙階 有香 

 安澤 秀曻 

敬老の日 おめでとうございます 

 

令和４年７月１日現在、喜多見まちづくりセンター管

内の７５歳以上の方は３,４６５人で、昨年比１０９人増。

１００歳以上の方は１２人です。 

今年７５歳になられた方は昭和２２年生まれ。同年

施行された新憲法と同い年。９９歳の方は関東大震災

があった大正１２年の生まれだ。 

お年寄りが亡くなるのは図書館が一つ無くなるのと同

じ、とどこかで読んだ。先の戦争や地域の記憶、戦後の

混乱や食糧難、高度成長の時代とともに生きてきた

各々の自分史、３,４６５冊と同じなのだ。 

銘々の歴史は見えないので、ご近所で知らないま

ま、すれ違っている。 

長寿高齢者に 

感謝とおめでとうを! 
 

鎌
田
年
輪
の
会 

 
 

落
語
会
を
開
催 

 

９
月
11
日
（
日
）
、
鎌
田
区
民
集
会

所
で
落
語
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７

月
31
日
に
続
き
、
２
回
目
の
開
催
。
感

染
対
策
に
十
分
注
意
を
払
い
、
人
数

制
限
も
あ
り
な
が
ら
、
駒
澤
大
学
落

語
研
究
会
の
方
々
が
楽
し
い
落
語
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

「
笑
い
は
免
疫
力
を
高
め
る
」
と
も
い

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な
か
な
か
大
勢

で
集
ま
る
機
会
が
少
な
い
昨
今
、
ウ
イ

ル
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
も
、
日
々
の

生
活
の
中
で
大
い
に
笑
い
、
元
気
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

 


